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平成 28 年 3 月 7 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

☆髙
たか

橋
はし

 進
すすむ

 さん（柿木） 

全日本マスターズ陸上競技大会 M75 60m、100m、200m で優勝 

 3 月 2 日（水）、中央公民館講堂において、町の学校教育・社会 

教育活動等に関して顕著な功績のあった個人・団体を表彰する「教 

育委員会表彰式」と、町のスポーツ活動の振興に寄与した個人・団 

体を表彰する「体育協会表彰式」を開催しました。 

今年度は例年より多い、下記の 5 名の方と「体育協会表彰・奨励 

賞」に 4 名の計 9 名の方が受賞されました。表彰式では受賞者を代 

表して権
ごん

田
だ

歩
あ

惟
い

さん（市野坪）が「目標に向かって努力してきた。 

これからも、今の自分に満足する事なく、より自分に厳しく次なる 

目標に向かって励んでいきたい」と抱負を述べられました。 

教育委員会では、受賞された皆さまのより一層のご活躍を期待するとともに、夢や目標に向かって挑

戦する皆さまを応援しています。来年度も活躍する方の情報をお待ちしています。 

新たな 

受賞者代表 権田さん 

☆権田
ご ん だ

 歩
あ

惟
い

 さん（高校 3 年生） 

第 65 回全国高等学校定時制通信制体育大会新潟県予選会卓球競技女子個人で 3 位 

☆荒木
あ ら き

 辰
たつ

文
や

 さん（中学 3 年生） 

第 30 回日本クラブユースサッカー選手権北信越大会で準優勝 

JFA ジャパンプレミアカップ 2015 に北信越代表として出場し全国 3 位 

☆蒲
がわ

澤
ざわ

 謙之
け ん の

介
すけ

 さん（中学 3 年生） 

日本リトルシニア信越連盟春季大会で準優勝 

その後の日本リトルシニア全国選抜野球大会で全国ベスト 16 

☆德
とく

永
なが

 空
そら

 さん（中学 2 年生） 

日本リトルシニア信越連盟新潟ブロック新人大会で優勝 

その後の日本リトルシニア信越連盟新人順位決定大会で 1 位 

今春に行われる第 22 回日本リトルシニア全国選抜野球大会に出場予定 

 

※なお、今年度の教育委員会表彰の文化功労者は該当者はいませんでした。 

また、体育協会表彰・奨励賞は「町体だより」欄にて紹介いたします。 

受賞者の皆さん 

蒲澤さん 

德永さん 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

2 月 16 日（火）、出雲崎小学校 6 年生が校外授業の一環で、良寛記念館を訪 

問しました。もうすぐ卒業を迎える 6 年生にとっては小学生最後の校外授業と 

なりました。そのことを意識してか、皆さん積極的に最前列に詰め寄り、説明 

を熱心に聴いていました。 

 良寛さんのように擂り鉢 1 つで洗足からご飯と味噌汁までまかなう生活は、 

「自分にはできないと思った」と感想を発表してくれました。それには多くの 

児童が頷いていました。確かに良寛さんのような生き方はなかなかできません。 

だからこそ「では、あなたはどのように生きるのですか？」と問われているのではないかと思います。児童

の皆さんにとっては、「自分を生きる」ということを考える、大切な時間になったのではないでしょうか。 

 

作成したガイドマップ 

説明を熱心に聴く児童 

死んでいない者 ･･･滝口 悠生 著 

秋のある日、大往生を遂げた男の通夜に親類たちが集っ

た。子ども、孫、ひ孫たち 30 人あまり。一人ひとりが死に

思いをはせ、互いを思い、家族の記憶が広がっていく。生の

断片が重なり合って永遠の時間が立ち上がる奇跡の一夜。 

ゆるされている。世界と調和している。それがどんなに素

晴らしいことか。言葉で伝えきれないなら、音で表せるよう

になればいい。ピアノの調律に魅せられた一人の青年。彼が

調律師として、人として成長する姿を温かく綴る。 

稀代の毒婦か、無垢な童女か。夫と通じた女中の子堕ろし

を頼みに来た女将の態度は、いささか奇妙だった―闇医者の

許に持ち込まれるのは、一筋縄ではゆかぬ事件ばかり。 

羊と鋼の森 ･･･宮下 奈都 著 

花冷えて-闇医者おゑん秘録帖- 

･･･あさの あつこ 著 

夜の淵をひと廻り･･･真藤 順丈 著 

 

職務質問と巡回連絡が三度の飯より大好きで、管轄内で知

らないことがあるのが許せない。交番で住民を見守るシド巡

査のもとには、奇妙な事件が呼び寄せられる。市井の片隅に

は、怪物の巣食う奈落がひそかに口を開けている―。 

2 月 25 日（木）、出雲崎中学校 3 年生を対象に「良寛学習修了証・慈愛」の

授与式が行われ、長年の積み重ねた成果を称え、修了証が贈られました。 

良寛学習は、小学校 1 年から中学校 3 年までの 9 年間、良寛さんの遺徳と慈

愛の精神を大切に思い、地域の誇りとして後世に語り継げることを目的に実施

しています。良寛生誕の地〝出雲崎〟で育ち、知識を得た生徒たちは、これか

らも良寛さんを町内外に情報発信していただけると期待しています‼ 

○ノーメディア・デー １０日（木）・３０日（水）  ○めばえ教室 １１日（金） 

○ガーデニング教室 １２日（土）  ○さわやかスポーツ教室 １５日（火） 

○書道教室 １７日（木）  ○料理教室 ２６日（土） 

 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

季
節
感
を
味
わ
う 

童
謡
（
唱
歌
）
に
は
、
時
節
を
ほ
ど
良
く
捉
え
た

歌
が
多
い
。 

『
春
よ
来
い
』（
相
馬
御
風
作
詞
）
♪
春
よ
来
い 

早

く
来
い 
あ
る
き
は
じ
め
た 

み
い
ち
ゃ
ん
が
・
・
・
は
、
雪

に
閉
ざ
さ
れ
た
越
後
で
早
く
来
て
ほ
し
い
春
を
待
つ

歌
だ
。
ま
た
、
『
早
春
賦
』
（
吉
丸
一
昌
作
詞
）
♫
春

は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や 

谷
の
鶯
歌
は
思
へ
ど
・
・
・は
、
暦

の
上
で
は
春
到
来
と
思
っ
て
も
、
現
実
に
は
風
が
寒

く
春
は
ま
だ
で
あ
る
様
子
を
歌
う
。
そ
し
て
、『
う
れ

し
い
ひ
な
ま
つ
り
』（
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
作
詞
）
♬
あ

か
り
を
つ
け
ま
し
ょ 

ぼ
ん
ぼ
り
に 
お
花
を
あ
げ
ま
し

ょ 

桃
の
花
・
・
・
と
な
る
と
、
待
ち
に
待
っ
た
春
が
訪

れ
、
歌
か
ら
も
暖
か
な
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
様
が
う
か

が
え
る
。 

 

3
月
3
日
は
「
ひ
な
祭
り
」
。
ひ
な
祭
り
の
歌
が

流
れ
、
女
の
子
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
う
ひ
な
人

形
が
華
や
か
に
飾
ら
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
季
節
の

風
物
詩
を
楽
し
む
。
今
回
は
3
月
の
季
節
感
豊
か
な

「
ひ
な
人
形
」
を
取
り
上
げ
て
み
た
。 

ひ
な
人
形
の
生
産
地
と
し
て
380
年
の
歴
史
が
あ

る
鴻
巣
市
（
埼
玉
県
）
で
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
と
し

て
日
本
一
と
な
る
高
さ
7
ｍ
、
31
段
、

1830
体
の
雛
壇

が
展
示
さ
れ
た
（
産
経
）。
新
聞
の
写
真
を
見
て
も
豪

華
だ
が
、「
整
然
と
並
び
華
や
か
な
光
景
に
圧
倒
さ
れ

る
」
と
見
物
客
の
感
想
。 

ひ
な
人
形
は
歴
史
も
古
い
。
源
氏
物
語
に
「
ひ
い

な
あ
そ
び
」
の
文
言
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
ひ
な
人
形
」

の
起
源
と
し
て
み
る
人
が
多
い
（
ひ
な
祭
り
文
化
普

及
協
会
）
。
平
安
時
代
の
頃
は
、
紙
や
藁
で
作
っ
た
人

形
を
川
へ
流
す
災
厄
よ
け
の
「
流
し
雛
」
が
見
ら
れ

る
。 ひ

な
人
形
の
種
類
は
、
公
家
に
好
ま
れ
た
有
職
（
ゆ

う
そ
く
）
雛
、
大
型
で
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
享
保
雛
、

十
二
単
の
元
禄
雛
な
ど
多
彩
で
、
江
戸
時
代
は
一
般

に
も
広
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ひ
な
人
形
の
大
き
さ 

や
材
料
消
費
が
増
え
て
く
る
と
、
幕
府
の
「
御
触
書
」

で
『
雛
は
八
寸
以
下
。
雛
諸
道
具
は
蒔
絵
不
可
』
と
規

制
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

※
蒔
絵
（
ま
き
え
）=

漆

器
表
面
の
絵
や
文
様
に
金
や
銀
の
金
属
粉
を
蒔
く
技
法 

 

長
岡
市
立
科
学
博
物
館
で 

は
長
岡
藩
主
牧
野
家
に
伝
わ 

る
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
て
い 

る
（
写
真
１
）。
年
代
を
経 

た
ひ
な
人
形
と
と
も
に
、
文 

様
の
入
っ
た
蒔
絵
の
諸
道
具 

も
展
示
さ
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ 

（
新
潟
市
）
の
ロ
ビ
ー
に
は 

珍
し
い
福
岡
県
の
柳
川
ひ
な 

祭
り
「
さ
げ
も
ん
」
が
飾
ら 

れ
て
い
て
目
を
引
い
た
（
写 

真
２
）。「
さ
げ
も
ん
」
は
江 

戸
末
期
こ
ろ
、
女
の
子
が
生 

ま
れ
る
と
お
祝
い
に
着
物
の 

端
切
れ
で
縁
起
物
の
鶴
や
亀
、 

え
び
、
三
番
叟
な
ど
の
小
物 

を
作
っ
て
吊
る
す
も
の
で
、 

数
は
51
個
。
51
個
と
は
「
人 

生
50
年
」
よ
り
も
1
つ
で
も 

長
生
き
す
る
よ
う
に
と
親
の 

子
へ
の
想
い
で
あ
る
と
い
う
。 

市
内
は
「
さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
」
で
春
賑
わ
う
。
水
郷
で

行
わ
れ
る
「
お
ひ
な
様
水
上
パ
レ
ー
ド
」
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
る
と
、
優
雅
で
、
ま
さ
に
春
の
風
物
詩
だ
。 

 

時
は
巡
り
、
彩
り
が
一
層
出
て
く
る
。
そ
の
都
度
目

の
当
た
り
に
す
る
「
季
節
感
」
を
心
に
刻
む
と
、
い
い

刺
激
を
受
け
気
力
が
湧
い
て
く
る
。
3
月
、
4
月
の
そ

の
素
晴
ら
し
い
時
節
が
年
度
切
り
替
え
の
時
期
で
も
あ

る
。 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

    

両
陛
下
比
島
へ
慰
霊
寒
の
内 

川 

西 
 

生
田 

恒
憲 

 

雲
が
割
れ
雪
間
の
土
の
明
る
さ
よ 

川 

西 
 

小
股 

正
美
知 

 

春
浅
し
め
く
り
忘
れ
し
月
暦 

井 

鼻 
 

細
木 

郵
子 

戸
を
繰
れ
ば
も
の
の
芽
ほ
ぐ
る
土
手
近
し 

大 

門 
 

磯
部 

游
子 

〈出
雲
崎
小
学
校
六
年
生
の
俳
句
〉 

 

 
 

卒
業
は
新
し
い
世
界
き
り
ひ
ら
く 

内
田 

捺
心 

あ
り
が
と
う
卒
業
式
は
か
ん
し
ゃ
の
日 

薢
屋 

珠
李 

卒
業
し
こ
れ
が
最
後
の
登
下
校 

髙
坂 

理
奈 

卒
業
は
学
校
最
後
の
大
仕
事 佐

藤 

輝
仁 

ひ
ら
ひ
ら
と
桜
も
見
送
る
卒
業
式 

細
木 

小
雪 

卒
業
し
新
た
な
道
を
歩
ん
で
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

道
人 

（
写
真
１
） 

（
写
真
２
） 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/2, 9, 16（水）19：30～21：00 

今年度の体育協会表彰・奨励賞は 4名の方が受賞されました。おめでとうございました。 

☆長谷川
は せ が わ

 茉
ま

穂
ほ

 さん（小学 4年生） 

 第 16回柏崎バドミントンジュニア大会 4年生以下女子個人シングルス・ダブルス優勝 

 第 12回新潟県小学生団体対抗バドミントン大会 4年生以下女子団体 3位 

☆末武
すえたけ

 柑
かん

菜
な

 さん（小学 4年生） 

 第 16回柏崎バドミントンジュニア大会 4年生以下女子個人シングルス 3位 ダブルス 2位 

 第 12回新潟県小学生団体対抗バドミントン大会 4年生以下女子団体 3位 

☆長谷川
は せ が わ

 柊
しゅう

貴
き

 さん（小学 6年生） 

 第 27回新潟県スポーツチャンバラ選手権大会団体戦打突小学生の部 3位 

☆佐藤
さ と う

 輝
り

仁
ひと

 さん（小学 6年生） 

 第 27回新潟県スポーツチャンバラ選手権大会団体戦打突小学生の部 3位 

2月 21日（日）に魚沼市須原スキー場において「ファミ

リースキー&スノーボード」を開催しました。天候には恵ま

れなかったものの、時折青空も見え、42名の参加者はスキ

ーやスノーボードで冬を満喫しました。スキー講習会では、

基本からしっかりと教わりました。ストックを持たずに滑

る練習ではおそるおそる滑り始め、なんとか先生のもとに

たどり着くと嬉しそうに笑い合っていました。 

現在、町民体育館ではタオルやパーカー、眼

鏡など 50 点以上の忘れ物を預かっています。

平成 27 年度中の忘れ物については、4 月末ま

でに持ち主が現れない場合、処分いたします。 

心当たりのある方は町民体育館までご連絡

ください。（℡：78‐4700） 優勝：いきな 準優勝：小木ノ城Ｄ 第 3位：フェニックス 

 2 月 12 日（金）に屋内ゲー

トボール大会を開催しました。

熱いゲーム展開に一喜一憂し

ながら、元気にゲートボールを

楽しみました。 


